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Properties of dynamic user 
equilibrium solution

井料隆雅

均衡解の性質

• 均衡状態を何らかの，たとえば，Wardropの
第1原理などの規準を用いて定義したとき，
問題となるのは，
○ 均衡解は存在するか
○ 均衡解は一意であるか
○ 均衡解は安定であるか

• そのほか，堅牢な解法があるかどうかも
問題となる．

あまり意識されていなかった理由

• 静的な交通流モデルであれば，これらの
性質については肯定的な知見がある．

– cf: Smith (1979), Smith (1984)

– リンク間相互作用が対称であることが十分条件．

• 時間帯方向の外部性は，一般には，対称な
相互作用とはみなせないことに注意．

動的な交通流配分では？

• 均衡解の存在，一意性，安定性とも，
一定の仮定の下での証明はされている．

• 一方で，いずれについても，否定的な結果
を示す例（反例）が存在するので，それを
かいつまんで紹介する．

存在しない（であろう）例

• 個人差がない出発時刻選択問題において，
単位時間あたり早着した際のスケジュール
コストが，時間価値よりも高いとき．

–会社よりも車の中で待っていた方がよいとき．

–実務的にはあまり興味がない状況なので，
たいていの論文ではあらかじめ排除している
(ex: Lindsey (2006))

唯一でない例

• Iryo (2011)

• Wardropの第1条件を記述する式が，
最終的にSingularな連立方程式になる
Iryo (forthcoming)

Iryo (2011)
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安定でない（と思われる）例

• 数値計算:Iryo (2008)
出発時刻選択問題に Smith Dynamics を
用いた例
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数値計算における問題

• ヒューリスティックな解法を使うのはよいが，
収束は保証されるの？

• 数値計算において否定的な報告がある．
ex. Lo and Szeto (2002), Nie and Zhang (2009)
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